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１．授業目的・方法(Course objective and method) 

現代のビジネスにおける情報活用は、従来のように、効率的に情報を管理運用するだけは、創発的な価値

を組織にもたらすことはできない。組織における情報の意味づけまで遡って、情報を再構築することによっ

て、初めて新たな価値を創出する仕組みを構築できる。 

本講義では、もの作りやサービス設計に応用するために、戦略的に情報を収集し、顧客やユーザの立場か

ら再構成しながら可視化し、さらに、これを検証しながら、新たな提案を創出するまでの方法について学習

を進める。 

 

２．達成目標(Course Goals） 

本講義を通して、顧客やユーザの立場からもの作りやサービス設計を実施するために、戦略的に情報を収

集し、再構成し、新たな提案を創出するまでの方法を学ぶ。 

 

３．授業内容(Course contents) 

第１回 情報通信技術の経営システムへの影響 

 情報通信システムが経営システムへ与える影響について、業務の効率化の観点から考察する。 

 予習課題：経営情報システムの歴史を調査する。 

 復習課題：経営情報システムの事例を調査する。 

第２～３回 情報通信技術によって生まれた新たなシステム 

 （１）2000 年以降の情報通信技術と特徴と傾向を理解する。 

（２）これらの情報通信技術によって生まれた、新たな業務の背景と今後の展望を考察する。 

 予習課題：2000 年以降の情報通信技術によって生じた新たな業務システムを調査する。 

 復習課題：新たな業務システムの事例を調査する。 

第４～５回 情報通信技術によって変化した顧客との関係 

 （１）情報通信技術の発展と、そのステークホルダの変移を概観する。 

 （２）情報通信技術の発展共に、顧客の位置づけがどのように変移したきたかを理解する。 

 予習課題：経営情報システムの中で、顧客に関わるシステムについて調査する。 

 復習課題：顧客マネージメントシステムの事例を調査する。 

第６～７回 開発システム－システムライフサイクルプロセスについて 

（１）情報通信技術を応用した製品／システム／サービスのライフサイクルプロセスについて

理解する。 

（２）顧客を中心に考えたライフサイクルプロセスについて考察する。 

 予習課題：システムライフサイクルプロセスについて調査する。 

 復習課題：製品／システム／サービスのライフサイクルプロセスの事例を調査する。 

第８回 開発戦略 

 情報通信技術を応用した製品／システム／サービス開発のための戦略の考え方を考察する。 

 予習課題：戦略立案に関する基本的な考え方を調査する。 

 復習課題：製品／システム／サービスを想定した開発戦略を立案する。 

第９～１０回 企画・構想 

 （１）情報通信技術を基盤にした、一般的な企画・構想のプロセスを理解する。 

（２）を応用した製品／システム／サービスの企画・構想の考え方を考察する。 

 予習課題：製品／システム／サービスの企画・構想の立案方法を調査する。 

 復習課題：想定した製品／システム／サービスの企画・構想を立案する。 



 

第１１～１３回 要求事項定義 

 （１）製品／システム／サービスの要求事項定義の概念について理解する。 

 （２）ステークホルダ要求事項定義を理解し、方法を学ぶ。 

（３）製品／システム／サービスの要求事項定義を理解し、方法を学ぶ。 

予習課題：製品／システム／サービスの要求分析定義方法を調査する。 

 復習課題：想定した製品／システム／サービスの要求分析定義を実施する。 

第１４回 インタラクション設計 

 情報通信技術を応用した製品／システム／サービスの利用者とのインタラクションを設計する

ための方法を習得する。 

 予習課題：製品／システム／サービスのインタラクション設計方法を調査する。 

 復習課題：想定した製品／システム／サービスのインタラクションを設計する。 

第１５回 評価 

 情報通信技術を応用した製品／システム／サービスの要求仕様を評価するための方法を習得す

る。 

 予習課題：製品／システム／サービスを評価するための方法を調査する。 

 復習課題：想定した製品／システム／サービスを評価する。 
 

４．事前学修・事後学修(Preparation and review） 

開発プロセス全体を理解するために、特定のシステム／ソフトウェア／サービスの開発プロセスを理解し

ていること。可能であれば、開発経験があることが望ましい。 

 また、講義にあたって、次の基本的な概念を理解しておくこと。 

・ユーザエクスペリエンス 

・アクセシビリティ 

・ユーザビリティ 

 

５．使用教材(Teaching materials) 

テキスト等は、必要に応じて配布する。基本的にはパワーポイントを利用して講義をする。場合によって

は、実験室を利用することがある。 

 

６．成績評価の方法(Grading) 

         評 価 の 要 素   ウェイト 

 出席率 

 授業への参加度（事例，討論、調査） 

 ホームワーク（事前課題の提出） 

 小テストないしクイズ 

 試験ないしプレゼンテーション（最終課題） 

      50 ％ 

      15 ％ 

      15 ％ 

       0％ 

      20 ％ 

 

７．成績評価の基準（Grading Criteria) 

学部社会情報学科科目と同じ基準を用いる。 

秀（１００～９０）：当該科目について秀でた理解力、及び応用力を有している。 

優 （８９～８０）：当該科目について優れた理解力、及び応用力を有している。 

良 （７９～７０）：当該科目について良い理解力、及び応用力を有している。 

可 （６９～６０）：当該科目について理解力、及び応用力を有している。 

不可 （５９～０）：当該科目について十分な理解力、又は応用力を有していない。 

 

８．履修上の注意事項(Remarks) 

情報処理センターを利用する場合があるので、事前に利用申請を済ませておくこと。 

 

 

 


